
 
鳥取県版構造計画ガイドライン 

 
１ ガイドラインの目的 

  鳥取県版構造計画ガイドライン（以下「ガイドライン」という。）は、鳥取県内における在来軸組

工法による木造戸建住宅の構造計画を行う際の留意事項をまとめ、県内事業者へ指針として示すこと

により経済的かつ合理的な耐震性の高い住宅の供給を促進することを目的とする。 

 

２ 適用範囲 

  本ガイドラインは、県内における一般的な在来軸組工法による延床面積 100～200 ㎡程度の木造戸

建住宅に適用する。 

 

３ 構造計画の基本概念 

 本ガイドラインでは、住宅における各構造の要素を「構造区画」、「耐力壁線」、「水平構面」、「基礎区

画（スラブ区画）」（図１）と定義し、４つの要素を連動させた計画を行うことを基本とする。 

 

 

 
図 1 構造計画の基本概念 

 

 

４ 構造計画ルール 

本ガイドラインで示す構造計画ルールは、表１に示す１つの絶対ルールと、５つの基本ルールにより

構成する。 

 

表 1 構造計画ルール 

 

絶対ルール 「構造区画」：構造区画の四隅には柱を設ける 

＋ 

基本ルール１ 「構造区画内部柱」：短辺方向は柱を対に設ける 

基本ルール２ 「耐力壁」：構造区画を囲うように耐力壁を設ける 

基本ルール３ 「水平構面」：構造区画ごとに水平構面を設ける 

基本ルール４ 「基礎」：構造区画に合わせて基礎区画（スラブ区画）を設ける 

基本ルール５ 「スケルトンインフィル」 

 

 

水平構面 

基礎区画 

構造区画 

耐力壁線 



 
 

＜絶対ルールの解説＞ 

絶対ルール 「構造区画」：構造区画の四隅には柱を設ける 

 構造区画とは、柱と横架材で囲まれた矩形で閉じた区画をいう。構造区画を平面及び立面で組み合わ

せることにより、住宅の基本構造が構成される。 

 絶対ルールとは、構造区画の四隅に柱を配置し、上部階の構造区画の四隅の柱の直下に必ず柱を配置

する（図 2）。これにより、横架材の高さ方向の部材寸法を抑え、経済的な設計が可能となる。 

 

 
図 2 構造区画  

  

 

また、構造区画の基本寸法は、４スパン（１スパンは 910mm～1,000mm とし、「1P」という。）とし、

最大４P×６P とする（図 3.1）。４P を超えると横架材の部材寸法が大きくなり、梁が特注材となるなど

コストが増加する恐れがあるため、４P 以下に柱を配置する（図 3.2）。 

 

 

 
 

 

図 3.1 基本寸法４P×４P 

 

図 3.2 最大寸法４P×６P 
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下屋を設ける場合は、総二階建ての構造区画の外に取り付けるように計画する（図 3.3、3.4）。 

 

 
 

図 3.3 下屋をつくるときの基本計画 

 

  
 

図 3.4 下屋をつくるときの NG 例 

 

 

 構造区画により柱を配置した後に、開口部を計画する（図 4.1）。開口部の位置をあらかじめ指定する

場合には、絶対ルールを順守して柱を配置することで、シンプルな構造区画が可能となる（図 4.2）。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

図 4.1 構造区画に沿った開口部の配置 図 4.2 開口部を踏まえた構造区画 

<注意＞ 

開口部があると 

柱が配置できない 

<Point＞ 

下屋をつくるときは、 

総二階建ての構造区画横に 

平屋の構造区画を 

取り付けるように計画 
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梁せいが大きくなる 



 
 

＜基本ルール１の解説＞ 

基本ルール１ 「構造区画内部柱」：短辺方向は柱を対に設ける 

 構造区画の短辺方向に架かる「梁（はり）」の両端には柱を設ける（図 5.1）。梁の両端部に柱がない

場合は、梁で梁を受ける二次梁が生じるなど梁せいが大きくなり、コストが増加する恐れがある（図

5.2）。 

 

  

      <Point> 

構造区画短辺方向の柱は「対」に配置する 

 

         <注意> 

柱が「対」にないと二次梁で受けることになる 

※二次梁はなるべく避ける 

 
図 5.1 短辺方向の柱の計画 図 5.2 対に柱がない場合の事例 

 
 
＜基本ルール２の解説＞ 

基本ルール２ 「耐力壁」：構造区画を囲うように耐力壁を設ける 

 耐力壁を含む構造的に連続した線を耐力壁線といい、耐力壁線は構造区画を囲うように計画する（図

6.1）。耐力壁線で囲まれた矩形で閉じた区画を耐力壁線区画という。耐力壁線区画は、構造区画を跨ぐ

ように計画することができる（図 6.2）。 

また、構造区画内の袖壁は耐力壁とせず、間仕切壁とする。袖壁を耐力壁とした場合、水平力を受けた

際に耐力壁の両端部の柱が荷重を負担し、基礎梁が必要となり、コストが増加する恐れがある。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 6.1 耐力壁線の配置 図 6.2 構造区画を跨いだ耐力壁線区画 
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図 6.3 構造区画内に耐力壁と間仕切壁を設けた場合の比較 

 

 

 

＜基本ルール３の解説＞ 

基本ルール３ 「水平構面」：構造区画ごとに水平構面を設ける 

 水平力を耐力壁に伝える役割をもつ屋根や床等を水平構面といい、構造区画ごとに水平構面を設け

る。水平構面についても、耐力壁線と同様に構造区画を跨いで配置することができる。 

 吹抜けや階段など、水平構面の欠損（穴）になる部分は、平面の幅方向Ｌ及び奥行方向Ｄに対して、

それぞれ１／２以下とする。なお、吹抜け部分が４Ｐ以上の場合には耐風梁の検討が必要となり、コス

トが増大する恐れがあるため、吹抜け部分は、幅、奥行き共に４Ｐ以下となるよう計画する（図 7.1、

7.2）。 

 

 

 
 

図 7.1 水平構面の配置 

 

図 7.2 水平構面の欠損部分の計画 

 

水平構面 

<注意> 

基礎梁が生じる 

<Point> 

構造区画内に荷重を負担する柱や耐

力壁を設けないことで、基礎梁がいら

なくなり経済的になる。 

 

耐力壁 間仕切壁 



 
 
 
＜基本ルール４の解説＞ 

基本ルール４ 「基礎」：構造区画に合わせて基礎区画（スラブ区画）を設ける 

 基礎区画（スラブ区画）は矩形とし、１階部分の構造区画に合わせて基礎区画を設ける（図 8.1）。な

お、長辺方向は構造区画を跨いで計画することができる。ただし、構造区画を跨ぐ部分に耐力壁線がな

い場合に限る（図 8.2）。 

基礎区画は、スラブ（耐圧版）と基礎梁（立上り）で構成され、スラブの四周を囲うように基礎梁を

配置し、スラブの四隅、基礎梁の両端には柱を配置する。 

 

 
 

 

  

 

 

図 8.1 基礎区画（スラブ区画）の計画事例 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図 8.2 基礎区画は構造区画を跨ぐことができる 
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耐力壁線が無い場合構造区画を跨ぐことが可能 
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＜基本ルール５の解説＞ 

基本ルール５ 「スケルトンインフィル」 

一般的なスケルトンインフィルとは、構造部分と非構造部分を分け、間取りの可変性を高める建築手

法を指すが、本ガイドラインにおけるスケルトンインフィルは、荷重の流れをコントロールする設計手

法を意味する。構造区画の一つ一つを小さな「スケルトンインフィル」と考え、構造区画内には耐力壁

や荷重を負担する柱を設けない。そのためには、構造区画内の壁を間仕切壁とすることで耐力壁の設置

を避けることができる。例えば２階の構造区画内に荷重を負担する柱を設けた場合、当該柱を支える梁

せいが大きくなる恐れがある。この柱を取り除くことで、２階の梁せいが大きくなるものの、各ルール

を順守すれば、１階・２階の梁を一般的に流通している部材で対応することができる（図 9.1）。 

このように構造区画ごとのスケルトンインフィルを意識することで、荷重の流れをコントロールする

ことができ、横架材のサイズアップや基礎の補強等を避けることに繋がり、上部構造、基礎構造ともに

経済的な設計が可能となる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

<注意> 

構造区画内に荷重を負担す

る柱を建てると、柱を受け

る梁せいが大きくなる 

 

 

 

<Point> 

構造区画内の柱を無くし、小

屋梁を大きくすると、２階の

床梁の梁せいを抑えられる 

 

図 9.1 スケルトンインフィルの考え方（２階） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

<注意> 

構造区画内に荷重を負担す

る柱を建てると不要な基礎

梁や地中梁が生じる 

 

 

 

 

<Point> 

不要な基礎梁が無くなる 荷重を負担する柱 

荷重を負担する柱 



 
図 9.2 スケルトンインフィルの考え方（１階） 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

＜注意＞ 

構造区画内に耐力壁、荷重を受ける柱が有ると 

不要な基礎梁（立上り）・人通口補強が多くなる 

<Point> 

構造区画内に耐力壁、荷重を受ける柱が無いと 

基礎梁（立上り）・人通口補強が最小限になる 

 

 

一般的な基礎区画 

 

 

スケルトンインフィルによる基礎区画 

 

 

図 9.3 スケルトンインフィルの考え方（基礎区画） 
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図 9.4 耐力壁と間仕切壁の比較 

荷重を受ける柱 

人通口（地中梁の補強） 

基礎梁 

立上り 

耐力壁 間仕切壁 



 
用語の定義 

 

１）在来軸組工法 

柱や梁などの軸組（線材）によって建物を支える構造をいい、設計自由度が比較的高い工法。 

 

２）耐力壁 

地震や風などの水平力に抵抗する能力をもつ壁。 

 

３）基礎梁 

基礎区画を構成するスラブを支える梁。 

 

４）地中梁 

地中に埋められた基礎梁。  
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